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はじめに 
現在，学校が提供する教育内容の質的な改善をい

かに図っていくかという大きな課題があり，それに

対して次の２点が模索されている。 

１点目は，学力観とカリキュラムの改善である。

学力観としては，昭和 40 年代後半から思考力や判断

力等が，昭和 50 年代後半からは学習意欲や自己教育

力が重視されてきた。さらに，平成に入って自ら学

び自ら考える力が重視されるようになってきてい

る。カリキュラムについても，選択学習の拡大や総

合的な学習の時間の創設，体験学習の充実等が新し

い動きとして出されてきている。こういった状況を

踏まえ，各学校においては教育内容の改善が図られ

ている。 

２点目は，指導方法・指導体制の工夫改善である。

個に応じた指導の展開を進める動きの中で，指導形

態や指導方法についても改善が図られ，個別指導や

少人数指導，習熟度別指導等が導入され始めている。

多様な指導形態や指導方法が導入されることによ

り，個に応じた指導がこれまで以上に可能になりつ

つある。 

 平成 10 年の教育課程審議会答申では，学習指導要

領の改訂のねらいに「ゆとりのある教育活動を展開

する中で，基礎・基本の確実な定着を図り，個性を

研究の要約 
本研究は，基礎・基本の確実な定着を図るための指導方法・指導体制の工夫改善の一つとして，習熟度

別指導の実施に係る視点・方法を明らかにしようとしたものである。児童生徒の習熟の程度に応じた指導

を適切に実施するためには，必然的に指導内容，指導方法，評価の在り方等を検討し，工夫改善しなけれ

ばならない。 

そこで，文献研究から習熟度別指導の定義やねらいを明らかにし，習熟度別指導実施の視点として，学

校体制，学習集団，教材，展開方法，評価を挙げ，習熟度別指導の先進的な実践の分析を通して，基礎・

基本の定着を図った習熟度別指導の実施に係る視点・方法について明らかにしようとした。 

 その結果，習熟度別指導の実施に係る視点・方法について，学校体制として整備しなければならないハ

ード面とソフト面，学習集団の編成の仕方，教材づくりの考え方と方法，学習過程における習熟度別指導

の展開方法，評価の視点と方法から探ることができた。 
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生かす教育を充実すること」を掲げた。ここでいう

「基礎・基本の確実な定着」と「個性を生かす教育」

の二つが，指導方法・指導体制の工夫改善の一つで

ある習熟度別指導と深く関係してくる。 

この答申では，これまでの学力観を転換するとと

もに指導内容を基礎的・基本的な内容に厳選し，そ

れらの内容については確実な習得を図ることを指摘

している。この課題を受けて，学習指導要領総則で

は小・中学校とも個別指導やグループ別指導，教師

の協力的な指導についての記述がなされ，小学校で

は繰り返し指導，中学校では学習内容の習熟の程度

に応じた指導を行うことにより，学習内容を確実に

身に付けさせることの重要性が述べられている。 

 また，個に応じた指導の充実について，工藤文三

が三つの側面から述べていることをまとめると次の

ようになる。 

・児童生徒の特性や実態に着目する側面 

児童生徒一人一人の興味・関心や学習意欲に着目

することによって，児童生徒の主体的な学習を進め

ることができる。また，各教科等の学習状況や学び

方等に着目することによって，学習状況に応じた個

別指導や少人数指導等の取組みができる。 

・指導計画の側面 

個に応じた指導を進めるために，指導内容や教

材，学習方法等を複数に分けて設定し，指導計画を

複線型にして選択学習を進めることができる。 

・指導形態や指導方法の側面 

一つの学級に複数の教師を配置したり，学級を複

数の学習集団に分けて指導したりする方法がある。

その場合，教師の指導に着目すればティーム・ティ

ーチングとなり，学習集団に着目すると少人数指導

となる。習熟の程度に応じた指導とは，各教科等の

学習状況や学び方に着目した指導といえる。 

 今回は，この指導形態や指導方法の側面に着目し

て研究を進めることとする。 

これまでも高等学校や中学校において習熟度別

指導は行えるようになっていたが，実施及び内容に

おいて十分とはいえない。また，小学校においては

平成 15 年 10 月の中央教育審議会答申を受けて，習

熟度別指導は平成 16 年度から制度的に実施できる

ようになった。今日，基礎・基本を児童生徒に身に

付けさせるための習熟度別指導の充実が強く求めら

れているといえよう。 

 

Ⅰ 研究の概要 
 

１ 研究の目的 
  児童生徒一人一人に基礎的・基本的な内容の確実

な定着を図るために，少人数指導，習熟度別指導，

複数教師による協力的指導などの指導方法・指導体

制を工夫することが求められている。本県において

も，この趣旨を踏まえて「はばたきプラン」「はつ

らつプラン」等の施策を展開し，指導方法・指導体

制の充実を図ることで基礎・基本の定着に努めてい

るところである。しかし，平成 14 年度「基礎・基本」

定着状況調査（広島県）によると，習熟の程度に応

じた指導の実施率（授業時間全体のうち実施した時

数の割合）の平均は，小学校国語科 3.6％，算数科

7.3％，中学校国語科 0.9％，数学科 3.4％，外国語

科 1.5％と極めて低調であり，習熟度別指導を積極

的に取り入れた授業改善はほとんど進んでいないの

が現状である。 

 児童生徒の習熟の程度に応じた指導を適切に実施

するためには，必然的に指導内容，指導方法，評価

の在り方等を検討し，工夫改善しなければならない。 

そこで，本研究では，習熟度別指導について先進

的な取組みを進めている学校の実践内容等について

調査・分析を行い，基礎・基本の定着に資する習熟

度別指導の実施に係る視点・方法について明らかに

していきたい。 

 
２ 研究の内容と方法 
(1) 研究の内容 

○ 習熟度別指導に係る理論研究 

○ 先進校の実態調査と分析 

○ 習熟度別指導の実施に係る視点・方法について

の提言 

(2) 研究の方法 

○ 文献研究 

○ 調査研究 

 
３ 研究の計画 

研 究 内 容 期 間 

○ 研究計画書の作成 

○ 理論研究 

○ 第１回研究会議 

○ 実態調査の内容・方法の検討 

○ 実態調査の実施 

○ 実態調査結果の分析・考察 

○ 第２回研究会議 

○ 研究のまとめ及び研究報告書

の作成 

４月 

５月～６月 

６月 

７月 

７月～９月 

９月～11月 

12月 

12月～２月 
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Ⅱ 研究の基本的な考え方 
 
１ 習熟度別指導の定義とねらい 
(1) 習熟度別指導の定義 

 「習熟度別指導」ということばは，学校等の研究

報告書や文部科学省が提示する資料等において一般

的に用いられており，ことばとしては定着している。

しかし，そのとらえ方には様々なものがあり，特に

次の２点において「習熟度別指導」のとらえ方に差

異がある。 

① 児童生徒の興味・関心に応じた学級・グループ

別指導を，「習熟度別指導」に含めるのか。 

② 習熟度別学級を１年間固定化して行う指導を，

「習熟度別指導」に含めるのか。 

 ①は「習熟」の中身をどのようにとらえるのかと

いう問題であり，②は「習熟度別指導」をどのよう

に行うのかという問題である。 

 まず，①について整理する。「習熟」については，

新教育学大事典に記されている「既習の知識，技能

等が反復，練習，応用等を通じて定着ないし高度化

すること」といったようなとらえ方が一般的である。

また，学習指導要領に「習熟度別指導」ということ

ばそのものは出てこないが，中学校学習指導要領総

則にある「学習内容の習熟の程度に応じた指導」と

同義であると考えることができる。さらに，平成 12

年の教育課程審議会答申では「児童生徒の興味・関

心，進路，習熟度などに応じ」と記して「興味・関

心」と「習熟度」を分けていることからも，「習熟度

別指導」とはあくまでも「学習内容」の定着度に応

じた指導であるといえる。ただし，「学習内容」につ

いては，「知識・理解」のみに着目するのではなく，

学習状況を評価する四つの観点を踏まえてとらえる

よう留意する必要がある。 

 次に，②について整理する。中学校学習指導要領

総則の解説に，学習内容の習熟の程度に応じた指導

の「実施に当たっては，学校の実情等に応じ，必要

な教科について適宜弾力的，流動的に行うこと，実

施時期，指導方法，評価の在り方等について検討し

て実施することなどの配慮が必要である。」と記され

ていることから，「習熟度別指導」はあくまでも必要

に応じて弾力的，流動的に行うものであるといえる。 

 以上のことから，「習熟度別指導」とは，「児童生

徒の学習内容の習熟の程度別に学級あるいはグルー

プを弾力的，流動的に編成し，それぞれに指導する

こと」である，と整理できる。 

(2) 習熟度別指導のねらい 

 昭和 46 年の中央教育審議会答申の中で，初等・中

等教育の改革に関する基本構想の一つとして「個人

の特性に応じた教育方法の改善」が求められ，それ

まで画一的に行われがちであった日本の教育を改善

する必要性が述べられている。その後，学習指導要

領や臨時教育審議会答申，教育課程審議会答申等に

おいて個性を生かす教育の充実が求められるように

なった。 

 平成 10 年の教育課程審議会答申では，「一人一人

の興味・関心を生かした指導や，学習内容の理解や

習熟の程度に応じ，弾力的に学習集団を編成したり，

学級編成を弾力的に行うなど，個に応じた指導の工

夫改善を一層進める必要がある。」とあり，それを受

けて平成 10 年の小学校学習指導要領では，「児童が

学習内容を確実に身に付けることができるよう，学

校や児童の実態に応じ，個別指導やグループ別指導，

繰り返し指導，教師の協力的な指導など指導方法や

指導体制を工夫改善し，個に応じた指導の充実を図

ること。」，中学校学習指導要領では，「生徒が学習内

容を確実に身に付けることができるよう，学校や生

徒の実態に応じ，個別指導やグループ別指導，学習

内容の習熟の程度に応じた指導，教師の協力的な指

導など指導方法や指導体制を工夫改善し，個に応じ

た指導の充実を図ること。」と述べられている。 

 しかし，「学習内容の習熟の程度に応じた指導」が

小学校学習指導要領の「個に応じた指導」に例示さ

れていないことで，学校現場の取組みには温度差が

みられていた。 

 平成 15 年 10 月の中央教育審議会答申では，基礎・

基本を徹底する上での個に応じた指導の方法等を場

面に応じて柔軟かつ多様に導入することなどを求め，

学校による創意工夫の必要性が述べられている。ま

た，小学校の学習指導要領の記述を見直し，例示と

して習熟度別指導を追加することにも触れている。 

  以上のことから，習熟度別指導のねらいは，「児童

生徒一人一人に学習指導要領に示す基礎的・基本的

な内容の確実な習得を図る」ところにあるといえる。 

 
２ 習熟度別指導実施の視点 
 習熟度別指導を実施していく際，どのような視点

から考えていけばよいかについて，明確に述べてい

る文献は見当たらない。様々な文献で述べられてい

る視点を踏まえ，学校体制，学習集団，教材，展開

方法，評価の５点に分け，各々について整理した。 

(1) 学校体制 

 習熟度別指導を行う上で必要な学校体制は，ハー
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ド面とソフト面に分けて考えられる。ハード面とは

人的・物的な環境整備などを，ソフト面とは習熟度

別指導についての教職員間の共通理解や学習方法等

の工夫改善などをいう。 

 ハード面について岩崎三郎（平成 14 年）は，「習

熟度別指導は同時に複数の教員があたったほうが効

果的である。」と述べている。また，国立教育政策研

究所の調査によると，20 人以下の少人数学級は，そ

れ以上の大きな規模の学級より理数系の成績がよい

という結果が出ている。 

 平成 12 年５月，旧文部省の「教職員配置の在り方

等に関する調査研究協力者会議」は，新たな教職員

配置改善計画を盛り込んだ報告書を文部大臣に提出

した。これを受けて文部省は平成 13 年４月「公立義

務教育諸学校の学級編制及び教職員定数の標準に関

する法律」等を改訂し，第７次教職員定数改善計画

を開始した。 

 文部科学省は，次のような指導に対して加配教員

や非常勤講師を当てるなどの支援をしている。 

・学習の理解の状況や習熟の程度に差が生じやすい

教科や言語的な表現力・理解力など他の教科の学習

の基盤となる能力を培う教科の指導 

・実践的コミュニケーション能力の育成が必要な教

科の指導 

・選択教科や総合的な学習の時間をはじめ児童生徒

の体験的で問題解決的な学習を重視する指導 

こういった支援等により，教員一人あたりの児童

生徒数が欧米並みの水準に改善されつつある。 

 

教員一人あたりの児童生徒数
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図１ 各国公立学校の教員一人あたりの児童生徒数 

 

 図１は昭和 63 年版及び平成 15 年版「教育指標の

国際比較」を基に，各国公立学校の教員一人あたり

の児童生徒数をグラフで示したものである。これを

見ると，特に中等学校における日本の教員一人あた

りの児童生徒数は，昭和 63 年と比較して平成 15 年

では欧米各国とほぼ同じ水準に達していることが分

かる。このように人的整備は進んできたが，教員だ

けでなく地域の人材の協力を得ることも重要である。 

 また，習熟度別指導を行うためには教室の配備も

重要である。習熟度別指導を行うための空間として，

教室，特別教室，余裕教室，多目的スペース，学習

コーナー，校庭，広場及び体育館等が挙げられる。 

このようなハード面を工夫して活用していくために

は，学校全体の取組みが不可欠である。 

  次にソフト面について，岩崎（平成 14 年）は，習

熟度別指導にあたって最も重要な問題は「協力し合

う複数の教員が，学習課題の特性や子どもの学習の

つまずきについて，共通の認識をもち，共通の指導

観をもつことである。」と述べ，そのために「日頃か

らオープンな研究態度をもち，自由に意見を交換す

るという，友好的で協力的な教師関係を作り上げて

おく必要」があると述べている。 

学校体制として重要な視点として挙げられるの

が，教職員間の習熟度別指導に対する共通理解であ

る。習熟度別指導を行うには，かつてのように一部

の教員が行うのではなく，学校体制の確立が重要な

要素となる。 

 また，学校として習熟度別指導をどのような教科，

学年で行い，どのように時間割に組み込むか，そし

てそれらについて保護者や児童生徒にどのように説

明をするかが，学校体制として習熟度別指導を行う

ときの重要な視点となる。 

(2) 学習集団 

 習熟度別指導の学習集団編成は，「いつ」「どこ」

「だれ」という三つの視点からみることができる。

すなわち，習熟度別指導の学習集団編成は，展開方

法との関係から，母集団との関係から，そして主体

との関係からみることができる。 

 まず，「いつ」習熟度に応じた集団とするか，とい

う展開方法にかかわる視点からは，二つの学習集団

編成の方法をみることができる。一つは，指導に先

立って習熟の程度を測定し，その結果に基づいてコ

ースを設けて指導を行うというものである。そして

もう一つは，一斉指導をして次に何らかの習熟の程

度を測定し，これを形成的評価として，その結果に

基づいてその後に習熟度に応じた指導を行うという

ものである。（詳しくは展開方法で述べる。） 

 次に，「どこ」を習熟度に応じた集団とするか，と

いう母集団にかかわる視点からは，先に述べたもの

とは異なる二つの学習集団編成の方法をみることが

できる。一つは，学級内で習熟度の差を問題とし，
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学級内で学習集団を編成するというものである。そ

してもう一つは，学級を超えて複数学級で習熟度の

差を踏まえ，複数学級で学習集団を編成するという

ものである。 

 そして三つ目の視点，「だれ」が習熟度に応じた集

団とするか，という主体にかかわる視点からは，次

のような学習集団編成の方法をみることができる。

教師が学習集団を編成するというものと，児童生徒

が学習集団を選択するというものである。そして，

希望に応じたコース間の移動を可能とする場合と可

能としない場合が加わる。この三つ目の視点にかか

わって，工藤文三（平成 13 年）が述べる，次のよう

な点に留意する必要がある。 

「第一は，生徒による自主的なコース選択を基本

とすることである。そのためには，生徒一人一人の

学習の状況を把握しておくことが必要である。特に

教科の学習のどの部分がどのように不足しているの

か，この点を生徒自身に理解させておくことが大切

である。第二は，希望に応じてコース間の移動を可

能にしておくことである。第三は，習熟の程度に応

じた展開の趣旨を生徒だけでなく，保護者にも十分

伝えておくことである。」 

 以上のように「いつ」「どこ」「だれ」という三つ

の視点からは，様々な学習集団編成の方法をみるこ

とができるが，現実には，これらの方法を適切に組

み合わせて，学習集団を編成していくことが大切で

ある。 

(3) 教材 

 児童生徒の習熟の程度に応じた教材づくりを考え

るとき，習熟の程度の高い児童生徒に応じた教材と

習熟の程度の低い児童生徒に応じた教材が考えられ

る。 

 習熟の程度の高い児童生徒に応じた教材の考え方

について，安野功（平成 13 年）が「学習指導要領に

示す内容を十分に理解している子どもについては，

その理解をいっそう深めるなどの発展的な学習を工

夫し，一人ひとりの個性や能力等に応じた学習を充

実させることにも配慮する必要がある。」と述べてい

るように，学習指導要領で示された内容を身に付け

た児童生徒に対する発展的な教材が考えられる。学

習内容をより深めるもの，学習内容を広げるもの，

そして学習を先に進めるものといった視点が考えら

れる。 

 また，教材に必要な条件として次の３点がある。

１点目は，児童生徒が選択できるものであること。

２点目は，学習指導要領で示されている内容と関連

のあるものであること。３点目は，児童生徒にとっ

て負担加重にならないものであること。 

 習熟の程度の低い児童生徒に応じた教材は，児童

生徒が学習指導要領に示された基礎的・基本的な内

容を確実に身に付けられるものでなければならない。

個別指導や少人数指導などていねいできめ細かな指

導に適した教材，視聴覚教材や具体物などを多く活

用して理解を容易なものにした教材，あるいは学習

内容を細分化した教材などが挙げられる。 

(4) 展開方法 

 習熟度別指導の展開方法として，次の二つが考え

られる。 

 一つ目は，一定期間のはじめから習熟の程度に応

じた学習集団で学習を展開する方法である。 

 年度当初，学期当初，あるいは単元の最初に児童

生徒の習熟の程度を測定し，その結果に基づいて学

習集団を編成し，一定期間のはじめから習熟の程度

に応じた学習集団で学習を展開するものである。 

 数学年にわたって系統的に学習する教科で特に有

効な方法であると考えられ，児童生徒が自分のペー

スに合わせて学習することができるなどの利点があ

る。学期の終了時点など必要に応じて学習集団を弾

力的に再編成して学習展開することも可能である。 

 二つ目は，１単元や一つの学期など一定期間の中

で，一斉指導を組み合わせ，習熟度別指導を展開す

る方法である。 

 例えば，一定期間のはじめには一斉指導を行い，

その後習熟の程度を測定・評価し，一定期間の残り

を習熟の程度に応じて編成した学習集団で学習を展

開するものである。また，１単位時間の授業の一部

を一斉で展開した後，授業の残りの時間に学級を習

熟の程度に応じて編成したグループに分割して学習

を展開する方法もある。教材の説明などは一斉で指

導し，問題演習など個人の活動は習熟の程度に応じ

たグループで指導するなどの展開方法が考えられ，

それぞれの指導で費やす時間も臨機応変に工夫する

ことができる。この場合，ティーム・ティーチング

を取り入れることにより，より細かな指導を行うこ

とが可能となる。 

(5) 評価 

評価に係る視点としては，目的，時期，方法の３

点が挙げられる。ただしこの３点は独立したもので

はない。目的に応じて評価の時期や方法はある程度

限定されるだろう。特に習熟度別指導の評価を考え

るとき，学習集団の編成替えが年度途中に行われる

ことを考慮して，年間評価計画を立てておきたい。 
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昭和 56 年に福島県教育センターがまとめた「習

熟度別学習研究の手引」では，習熟度別指導の評価

方法として次の五つが挙げられている。実際の評価

にあたっては，学習展開に合わせ，これらの評価方

法を適宜組み合わせて行うことを考えたい。 

○ 診断的評価とは，個人または集団に対し，一定

の指導計画が実施される以前に，よりよい指導計

画を立案するための資料を求める目的で行う評

価であり，レディネステスト等によって主に習熟

の程度を測定するものである。 

○ 形成的評価とは，学習過程の中で教師の指導と

生徒の学習を改善，調整するための評価であり，

主として，どの目標が達成され，どの目標が達成

されていないかについて評価情報を求めるもの

である。 

○ 総括的評価とは，一定期間の学習指導が終了し

た後，その期間における学習目標とその内容につ

いて，生徒の習得状況を総括的に確認するために

行う評価であり，指導計画の終了後におけるその

計画の反省や以後の改善に役立てるものである。 

○ 参加度評価とは，学習に対する意欲や態度に関

する評価であり，出席率や宿題・ノートの状況，

観察法による授業中の様子の記録などを基に，学

習に対する参加度を測ろうとするものである。 

○ 伸長度評価とは，個々の生徒の学習の伸長度に

関する評価であり，形成的テストにおける学習活

動の事前と事後の成績の変動など，個々の生徒の

伸び具合をみるものである。 

 

Ⅲ 調査対象校の実践 
 平成 15 年３月に東京都教育庁指導部が出した資

料「少人数学習集団による指導の充実」では，８校

の習熟度別指導の実践を紹介している。その中で３

校が品川区の学校であり，品川区では習熟度別指導

を先進的に進めているといえる。 

 次に掲載する実践内容は，独自の考え方や指導方

法を工夫している品川区の４校の実践を，習熟度別

指導の実施に係る視点ごとにまとめたものである。 

 
１ 学校体制 
(1) 品川区立伊藤小学校 

① 教職員間の共通理解 

 全学年の国語科，算数科で習熟度別指導を実施し

ている。 

教職員間の共通理解については，校長の経営的コ

ンセプトを基に，まず全員で実践することが大切で

あると考えている。その実践の成果が上がることに

よって教職員の意識が変わり，共通理解が得られて

いる。 

 習熟度別指導の導入に際しては，次の項目を確認

して導入していった。 

・経営的コンセプトはあるか。 

・実施学年は明らかになっているか。 

・学習集団の編成は明らかになっているか。 

・指導形態は明らかになっているか。 

・実施教科は明らかになっているか。 

・実施単元は明らかになっているか。 

・指導時間は明らかになっているか。 

・指導する上での工夫を明らかにしているか。 

・児童の変容についての把握方法を明らかにしてい

るか。 

・効果・成果の確認方法を明らかにしているか。 

・学習環境（場）は工夫されているか。 

・全教員による実践を通して，教職員の共通理解が

なされているか。 

・人員の確保・配置は明らかになっているか。 

・予算はあるか。 

ア 習熟度別指導実施の視点 

 平成 13 年度から児童に基礎的な学力を着実に身

に付けさせ，一人一人の個性や能力をさらに発揮さ

せるために，全学年で算数の授業の少人数学習を進

めてきている。さらに，算数のすべての単元で少人

数学習集団による習熟度別指導を行ってきている。

平成 14 年５月に行った学力調査の結果から，一定の

成果を確認することができたが，基礎・基本が十分

身に付いているとはいえない児童が数％いる状況が

あった。 

 そこで，これからは，更にきめ細かい指導や新た

な指導方法の開発が必要であると考えている。また，

基礎・基本をしっかり身に付けた児童には，更に発

展した学習に取り組んで自分の力を伸ばしていく機

会を設け，一人一人の個性や能力に応じた学習が進

められるように工夫していくようにしている。 

 以上のことから，次の２点を通して習熟度別指導

を展開していくことにしている。 

○ 単元を通して，学級や学年を 12～15 人ほどの少

人数に分割し，習熟度別指導を中心とした少人数

学習を行い，基礎・基本を着実に身に付けさせる。 

○ 単元の内容に応じて習熟度別学習や課題別学習

を効果的に組み入れた単元計画をつくり，一人一

人の個性や能力に応じた学習を行う。 
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イ 習熟度別指導の工夫改善 

平成 14 年度は，習熟度別指導による指導方法の

研究について，児童の基礎学力の定着と一人一人の

児童の能力の伸長に向けて，習熟度別指導の在り方，

個別指導の在り方などについての平成 13 年度の研

究の成果を生かし，残された課題である評価に重点

をおき意図的，系統的な学習が展開できるように工

夫してきている。そして算数科と国語科において，

習熟度別指導を積極的に取り入れていくことにして

いる。 

 工夫改善の視点は，次の３点である。 

○ 指導方法・指導体制の工夫 

少人数学習担当３名が，それぞれ低・中・高学年

を担当し，学級担任と共に習熟度別指導を行う。学

級二分割，学年三・四分割の方法で実施する。 

○ 学習計画の工夫 

一斉指導によって単元で押さえる基礎・基本を共

通に理解し，児童の実態や学習状況に応じた指導計

画を立てる。（どこで，どれくらいの時間，どんな方

法で習熟度別指導を計画するか） 

学年と少人数学習担当の役割分担，話し合う時間

の確保の仕方を考える。 

○ 評価の工夫 

児童にも教師にも目に見える形の評価を考える。

（学習カードの工夫，自己評価カードの工夫，ノー

ト指導及び評価の工夫など） 

児童の学習状況把握テストの内容吟味，児童の学

習の振り返りの記録など具体的に考えていく。 

② 指導体制 

 担任，少人数加配，指導助手（品川区が習熟度別

指導のために配置した助手），教育実習生のボランテ

ィアで指導している。 

③ 時間割 

少人数学習担当３名が低学年，中学年，高学年担

当として，各学級の算数の少人数学習の授業に毎日

１時間，習熟度別指導を入れることができるように

時間割を作成している。 

学年三・四分割授業は，学級担任２名と少人数担

当１名，指導助手１名の計４名が同じ時間に指導に

当たれるように時間割を作成している。 

第１学年の一学期は，ティーム・ティーチングで

行い，その後，少人数学習を行うようにしている。 

④ 学習場所 

 特別教室や準備室等，使用できる教室はすべて活

用し，各階ごとに習熟度別指導が行える学習室を設

定し使用している。 

⑤ 児童生徒，保護者への説明 

ア 児童への説明 

現在，初めて習熟度別指導を行う学年には，学習

に入る前にオリエンテーションを行い，学習の目的

や方法を説明している。 

また，コース選択は「振り返りカード」を基に行

うため，自己評価が適切に行われるように学習資料

をどのように活用するのかを説明している。 

指導上の留意点としては，「自分に合った自分の

ための学習」であることを指導し，児童が学習コー

スを選択したり，コースを変更したりし，教師は学

習の場の配置を工夫して，差別感をもたせないよう

に配慮している。 

イ 保護者への説明，理解の求め方 

○ 平成 13 年度 

・５月８日に臨時保護者会（16 時～と 19 時～の２

回）を開いて，少人数学習のねらいや方法について

説明している。 

・４月の学期始めの保護者会と７月の保護者会で，

各学級の保護者会の前に全体保護者会をもって，少

人数学習について説明や成果の報告をしている。 

・参観日などの授業で少人数学習を行い，保護者に

学習の様子を見てもらう機会を多く設定している。 

・品川ケーブルテレビの学校紹介番組を通して，少

人数学習の様子を紹介している。 

・学校便りでは，学校全体としての取組みを，学年

便りでは学年ごとの学習の様子を伝えている。 

○ 平成 14 年度 

・４月の保護者会では前年度の成果を，７月の保護

者会では一学期の成果を数値で示している。 

・学校便りでも，習熟度別指導の成果を数値で具体

的に表し，学年便りでは児童の学習の変容を伝えて

いる。 

・参観日や学校公開日の授業で習熟度別指導を多く

設定し，指導の実際と児童の様子を保護者に見ても

らうことにより理解を得るよう努めている。 

(2) 品川区立第二日野小学校 

① 教職員間の共通理解 

 全児童数 74 名，１学級８～18 名の小規模校であ

る。習熟度別指導は，全学年の国語科，算数科で実

施している。また，「基礎・基本の時間」と「根っこ

の時間」の二つの取組みを進めてきている。これら

はそれぞれに，ねらいや性格が異なるが，系統的に

はつながっている。 

 「基礎・基本の時間」のねらいは，授業時間内に

確実に定着させたい基礎的・基本的内容を習熟度に
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応じて重点的に指導し，学力の定着を図っている。 

 「根っこの時間」のねらいは，意欲の喚起と学び

方を学ぶことである。また，特設時間を設定し，一

人一人の児童の不十分なところ，もっと伸ばしたい

ところを保護者の希望を取り入れてコースを選択さ

せ，学力の定着を補完している。 

 さらに平成 15 年９月から，第５・６学年で「ステ

ップアップ学習」を実施している。「ステップアップ

学習」のねらいは，学力の確実な定着を図ったり，

興味・関心に応じて特定分野の優れた能力を伸ばし

たりすることである。 

② 指導体制 

 全職員（担任・専科・指導助手・管理職）を中心

に学生ボランティアを含めて，複数指導体制をとり，

低・中・高学年の学年ブロックで指導を行っている。 

 ２名の指導助手が週 10 時間入り，年間 350 時間行

っている。 

 低学年ＴＴ，中学年少人数指導，高学年教科担任

制で指導を行い，児童の習熟度に応じ，児童に合っ

た学び方で学力を伸ばす指導体制をとっている。 

③ 時間割 

ア 第１～４学年 

・基礎・基本の時間 月，火 13:20～13:50 

・根っこの時間   水   13:00～13:30 

木，金 13:20～13:50 

イ 第５・６学年 

・基礎・基本の時間 月，金 13:20～13:50 

・ステップアップ  月   14:45～15:30 

火，木 14:10～14:55 

④ 学習場所 

 教室，理科室，図書室等で実施している。 

⑤ 児童生徒，保護者への説明 

 保護者に対しては，説明会を開いて学習の方法や

内容について説明し，人間形成の場としての理解も

図っている。 

 児童に対しては，全体的な説明と各教科・コース

ごとの説明を実施している。 

(3) 品川区立冨士見台中学校 

① 教職員間の共通理解 

 全学年において５教科の通常授業で五分割の少人

数学習における習熟度別指導を実施し，第２，３学

年においては特別授業で選択習熟度別指導を取り入

れている。実施教科は，国語，社会，数学，理科，

英語である。 

生徒の多様性に合わせた授業を行うことで教職

員の共通認識をもって習熟度別指導を進めている。 

② 指導体制 

 校長を始め全員で取り組んでいる。実際の授業担

当は教頭，教諭，講師である。平成 13 年度から，東

京都教育委員会研究推進校として指定を受け，正規

の教員を５名加配されている。 

③ 時間割 

 少人数指導については５グループに分け，グルー

プ毎の時間割を作成している。一学年３学級編制で

あるので，それぞれの学級の時間割に５グループの

異なる時間割を編成することになるので，合計 15

種類の時間割が一学年に存在することになる。 

また，選択習熟度別指導では２週間という集中し

た期間に６時間をとり，授業を行っている。２時間

連続の場合もあり，担当教師がそれぞれ工夫を行っ

て授業をしているが，この場合生徒の集中力が持続

できないなどの問題点も出ている。 

④ 学習場所 

 普通教室，特別教室，図書室，被服室，会議室，

マルチルーム，視聴覚教室，パソコン室などを利用

している。広い机や二人がけの椅子の場合，集中で

きないなどの問題が生じている。普通教室が望まし

い。 

⑤ 児童生徒，保護者への説明 

 生徒に対しては，各教科・コースのねらいを示し，

一人一人の習熟度をより高めるための学習であるこ

とを説明している。保護者に対しても説明会等で編

成等について知らせている。 

(4) 品川区立荏原第三中学校 

① 教職員間の共通理解 

 平成 12 年度から全学年の数学で習熟度別指導を

実施してきている。最初は数学が専門である校長が

構想を練り，学習の指導をしたり教材を作成したり

してきたが，その後，数学科担当が中心となり実践

を重ねてきている。また，現在は数学に加えて英語

でも実施している。 

 全学年で実施している理由は，学習の仕方を身に

付けさせるには，特定の時期だけの指導ではなく，

３年間意図的・計画的に継続して指導することが必

要であると考えているからである。 

 教職員間の共通理解として，次の２点を確認して

実践に入っている。 

○ 習熟度別指導実施の理由 

 生徒はだれもが分かりたい，できるようになりた

いと願っているからこそ，いっそう「分かる」授業

づくりが求められている。しかし，授業に対する生

徒一人一人のレディネスが異なっていることも事実
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である。したがって，生徒がもっているつまずきに

対応した指導を行い，「分かる」喜びを味わわせるに

は，生徒自らが解決することにより，自分にもでき

るという自信と意欲を湧かせる学習の場を創り出そ

うと考えたのである。 

 また，数学はできる，できないがはっきりする教

科であると同時に，分かり始めれば，分かることが

自分自身で体感でき，意欲的に学習に取り組むよう

になる教科でもあることから，次の２点を重視した

習熟度別指導を行うこととしている。 

１点目は，やればできることや分かる喜びを味わ

わせ，学習は楽しいという体験を通して生徒一人一

人に学習意欲をもたせる。 

 ２点目は，そのために，生徒の学習を見守り，分

かり方を気付かせ，必要なときに手助けできる環境

をつくる。 

○ 習熟度別指導の考え方 

 習熟度別指導を通して「学び方を学ばせる」こと

をねらいとしている。「学習の仕方」を身に付けさせ

ることが「生きる力」を身に付けることになると考

えるからである。習熟度別指導は，次の三つの意味

をもたせて実施している。 

・生徒自身による理解度診断学習である。 

・自らつまずきを発見し，自己解決させる学習であ

る。 

・つまずきの自己解決を通して，学習の仕方を身に

付けさせる学習である。 

 生徒が習熟度別学習を通して身に付ける力は，自

己の能力と学習グループを適切に「判断する力」，学

習の振り返りから「課題を発見する力」，課題を自力

または友人か指導者の支援を得て解決する「課題解

決力」の三つである。さらに，課題解決過程の振り

返りから，「課題解決力」となる「学習方略（学習の

仕方）」も身に付けることができ，これら四つの力は

生きていくうえで必要かつ大切な力として，生徒一

人一人に確実に習得させることを目指している。 

○ 学習相談ができる場の設定 

 授業内で解消できなかったつまずきがある生徒に

は，解決できる場を授業外に用意する必要がある。

つまずきの解決支援だけでなく，学習の仕方の相談

に乗るなど学習支援を目的とし，毎週，特定曜日の

放課後に時間を決め，学習相談室を開設している。 

② 指導体制 

 普段はＴＴによる一斉指導を行い，習熟度別指導

時には，授業交換等を行い，指導に加わる数学科教

員と校長が協力し行っている。それに加えて指導助

手が入るときもある。また，英語科では，ＡＬＴの

来校に合わせて習熟度別指導を実施している。 

③ 時間割 

 習熟度別指導のための特別の配慮はしていない。 

④ 学習場所 

 教室，視聴覚教室（英語科の授業）を使用してい

る。 

⑤ 児童生徒，保護者への説明 

 保護者や地域の方から習熟度別指導が正しく理解

されるために，実際の姿を参観してもらうことにし

ている。例えば，学期に１回行う学校公開の際に習

熟度別指導の授業を公開している。最初は，移動す

る生徒の姿を見る参観者の視点に「できる」「できな

い」という意識があるので，授業公開の際，授業開

始時に行う学習グループヘの移動の姿を見せないよ

う配慮していた。今では，自ら選んだグループで自

分のための学習に集中して取り組む生徒の姿と，教

室内をこまめに動き回って個別指導に当たる教員の

姿を目の当たりにした参観者からは，驚きの声と感

謝の声が発せられている。  

 
２ 学習集団 
(1) 品川区立伊藤小学校 

① 習熟度別学習集団の編成時期 

 単元によって展開方法が異なっており，一斉指導

や学級二分割と組み合わせながら展開しているので，

編成時期は多様になっている。 

② 習熟度別学習集団の編成方法 

 少人数学習集団の種類を次のように考えている。 

ア 異質集団・・・無作為分割，意図的分割 

 様々な個性や能力を持った児童が混在している集

団をいう。（単純分割） 

イ 同質集団・・・習熟度別分割 

 一部分の能力が同じ（実際には近い水準）児童の

集団をいう。 

○ 異質集団を編成する上での配慮事項 

 学力テスト，レディネステスト，前関連単元の評

価などのデータを基に編成する。 

 学級，学年内の人間関係や学習態度等を考慮する。 

○ 同質集団を編成する上での配慮事項 

 テストや作業の結果を基にして絶えず自己評価さ

せ，自分で学習コースを選択できるようにするなど，

自己評価能力を高めるようにする。 

 それぞれの習熟のコースに合った教材や問題を工

夫する。 

 他の児童が肯定的に見ることができるような教育



 - 190 -

環境作りをする。 

 習熟度別学習集団の編成方法としては，次の二つ

の方法で行っている。 

・学級の枠を越えて三・四分割する。 

・学級内を二分割する。 

(2) 品川区立第二日野小学校 

① 習熟度別学習集団の編成時期 

 年度始めに編成している。 

② 習熟度別学習集団の編成方法 

 基本的には，低・中・高学年２学年ごとの異学年

集団を３グループに分けて編成している。 

 児童と保護者が相談して選択し，必要に応じて担

任が相談にのるようにしている。 

(3) 品川区立冨士見台中学校 

① 習熟度別学習集団の編成時期 

 単元ごとの習熟度別指導は一学期が始まる前に編

成する。選択習熟度別指導は９月，12 月，３月の３

回に分け，それぞれ６時間から 12 時間実施し，編成

はそれぞれの実施前に行う。 

② 習熟度別学習集団の編成方法 

単元ごとの習熟度別指導は全学年の生徒を対象に，

選択習熟度別指導は第２，３学年それぞれの学年全

員に対し編成を行う。 

単元ごとの習熟度別指導は，教師が生徒の学力，

人間関係，学習状況等を検討し，学力的に均等で学

習しやすい状態が保てるグループ編成を行い，生徒

に発表している。その際生徒の希望は反映されてい

ない。また，選択習熟度別指導は生徒が希望を出し，

定期考査の結果を基に教師がアドバイスを行い，教

科担当者が希望者の習熟度を確認した後，人数調整

を行い編成している。 

(4) 品川区立荏原第三中学校 

① 習熟度別学習集団の編成時期 

単元ごとに編成している。 

最初に選択したグループの内容のレベルが自分

に合っていないと判断したとき，グループ変更を可

能としている。しかし，グループの決定には，友人

等の人間関係や精神面が影響を与えていることも事

実である。このような生徒の心理を考慮し，指導中

に学習グループに合っていない生徒を発見した場合

でもコース変更を強要しないことにしている。合わ

ないレベルでの学習は自分のためにならないことを

自覚させるために個別に指導して，生徒自らが学習

途中でコースを変更するようにしている。 

② 習熟度別学習集団の編成方法 

ア ４グループによる編成 

 学習内容に対する到達目標と，学習時に示すつま

ずきの様相とから習熟の程度を４段階，ＡからＤの

４グループに編成している。Ａは最も基本的な問題

を解くグループ。Ｂは基本の定着を目的としたＡよ

り少しむずかしい問題を解くグループ。Ｃはやや応

用的な問題を解くグループ。Ｄは発展的な問題を解

くグループである。ただし，学習内容とねらいに合

わせてグループ編成の仕方を変えるなど，効果的な

指導形態となるよう工夫している。 

イ 生徒の選択によるグループ編成 

 事前に学習グループ希望申請書を提出させる。生

徒には，自分が解決すべき課題は何であるかを認識

して授業に臨ませたいと考えるからである。つまず

き箇所などの自己課題がどこにあるかを発見させる

ためには，具体的な問題を提示し，判断させること

が大切であると考え，図２のように課題発見のため

のプリントを作成している。家庭学習として取り組

ませることにより，課題の意識化と学習グループの

判断・決定を行わせている。 

１年生が最初の習熟度別指導を行う際には，学習

グループ希望調査問題を自宅に持ち帰らせ，親と一

緒に考えて判断し，決めてもよいとしている。 

 
コース別学習希望調査問題 

 次の問題をやって，コースを選んでください。 

Ａコース 

 ① (＋２)×(－７)＝    ② (－２４)÷(－４)＝ 

 ③ (－３)２＝         ④ －５２＝ 

 ⑤ (－１２)÷(－４)×５＝ ⑥ ５－２×３＝ 

Ｂコース 

 ① －１２×３／４＝    ② －４２×(－３)＝ 
 ③ ７２÷(－９)÷(－２)＝ ④ ７－３×(５－２)＝ 

Ｃコース 

 ① (－２)×(＋３)×(－４)×(－５)＝ 

 ② ３／７×(－１／４)÷(－３／８)＝ 

 ③ (－２４)÷(－２)３×(－３)＝ 

 ④ (－６)×３－１６÷(－２)＝ 

Ｄコース 

 ① (－３)×(－２３)÷(－６)＝ 

 ② １２×(－５)×２－４＝ ③－９－１２÷(１－５)＝ 

 ④ －４２－１５÷(２－５)＝ 

――――――――――― 切 取 線 ―――――――――― 

１年（ ）組（ ）番 氏名（        ）

今回，私は（  ）コースを希望します。 

図２ コース別学習希望調査問題 

 

ウ 同じ教室内に４グループを配置 

 指導方法については，図３のように同じ教室内に

４グループを配置し，指導には１名または複数の教

員が当たる。 

指導の際に重視している点は，思考の過程が振り

返れるように途中の計算や思考に用いた図などを記 
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図３ 教室内グループ配置図 

 

録として残させるようにしている。誤答から思考過

程を遡り，思考の誤りに気付かせるよう配慮し指導

している。 

 Ａ・Ｂグループは，指導者が机間に入り生徒一人

一人の活動を把握し指導しやすいようにしている。 

 Ｃグループは，生徒間で共に学び合えるようにし

ている。 

 Ｄグループは，個々で学習したり，生徒間で共に

学び合ったりできるようにしている。 

 最も進んだグループの生徒には，授業の後半に基

本及び定着グループの生徒への学習支援を行わせて

いる。教員の手助けをし，仲間の学習のつまずき解

消を助けるミニティーチャーである。これは説明す

る力を付けさせ，より確かな知識を身に付けさせる

ことにつながる。 

エ 協力し合う集団づくり 

 習熟度に応じたグループ分けは，「できない」こと

への心理的負担感をもっている生徒が必ずいる。こ

のことを踏まえて，前述のミニティーチャーの生徒

の発言には細心の注意を払い指導に当たっている。

「まだ，こんな問題解いているのか」「こんな問題が

分からないのか」という発言等があった場合は，適

切に指導することにより，よい指導者へと変貌させ

ている。生徒同士が教え合うことによる学習効果と

同時に互いを尊重し合う人間関係も大切にしている。 

３ 教材 
(1) 品川区立伊藤小学校 

国語科は，言語事項や作文の書き方の単元で少人

数学習を行い，必要に応じて習熟度に分けている。 

算数科は，全領域で少人数学習を行い，必要に応

じて習熟度別指導を入れ，学習計画を立てるときに

学年担任と相談し見通しを持って実施している。 

(2) 品川区立第二日野小学校 

① 基礎・基本の時間 

 表１は，「基礎・基本の時間」の計画である。 

 
表１ 「基礎・基本の時間」の計画 

ねらい 
・確実に定着させたい基礎的・基本的内容を重点的に

指導し，習熟度に応じた学力の定着を図る。 

内容 

・国語（書くこと）週２回論理的な作文の書き方を知

り，文章表現力を付けるために繰り返し指導する。 

・算数（数と計算）週１回一人一人の習熟度を把握し，

習熟度に合わせて計算を中心に指導する。 

教材 

・国語では「論理的な作文」を年間を通して指導する。

 書き方の定着（はじめ，なか１，なか２，・・・）

 文の書き方のきまりの定着（句読点，「」の使い方，

指示語等） 

作文を書くための初歩的な練習問題を活用する。 

・算数では到達度が分かる市販のプリントを第１学年

から第６学年まで通して活用する。 

内容は，基本的に「数と計算」の領域である。 

指導 

体制 

・学年ブロックでの複数指導体制（担任，専科，指導

助手，管理職） 

評価 

・国語 

 個人記録カードに児童の様子や変容を記録する。 

・算数 

 学習状況一覧表を活用し，学習の進度やつまずきを

記録する。一覧表にすることにより，担当が替わって

も児童の学習状況が分かるようにしている。 

 

 「基礎・基本」を「読み，書き，計算」等の基礎

的な知識・技能だけでなく，それを中心に，主体的

に学び自分の考えを的確に表現できる力，学び方や

問題解決力等を含んだものとしてとらえ実践を行っ

ている。全職員による習熟度別指導を導入し，基礎・

基本の定着を図る学習である。 

② 根っこの時間 

 表２は，「根っこの時間」の計画である。 

 平成 11 年度から，特設時間を設定し習熟度別指導

に取り組んできている。 

 この時間の特色は，「計算」「漢字（かな）」「作文」

の３コースを設定し選択制にしたこと，保護者の願

いを取り入れ児童を育てることに対して共通意識を

もつこと，異年齢集団で学習し全教員で一人一人を

育てることである。 

 

 

教卓 

他の配置例 

Ｄグループ        Ｃグループ 

教室内グループ配置図 

 

 

 

 

 

  Ｄグループ      Ｃグループ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   Ａグループ          Ｂグループ 
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表２ 「根っこの時間」の計画 

ねらい 
・一人一人の児童の不十分なところ，もっと伸ばした

いところのコースを選択し，学力の定着を補完する。

編成 
・児童・保護者のアンケートを基に，教師がコースの

中をさらに２コースに分ける。 

内容 

・計算，漢字（かな） 

 自分の苦手なところを克服するコースでは，基礎・

基本の定着を図る内容に取り組む。 

 更に自分の力を伸ばすコースでは，発展的な問題に

取り組む。 

・作文 

 実態に応じて，基礎的な語句・文章の理解・文章表

現に取り組む。 

教材 

・計算 

 復習・応用・発展 

 つるかめ算，旅人算等いろいろな解き方。 

・漢字（かな） 

 復習・応用・発展 

 反復練習，定期的なテスト，漢字の意味調べ，校内

漢字検定等。 

・作文 

 お魚作文，論理的な作文，作文等。 

 （児童，保護者が学習コースを選択し，教師の考え

を合わせて，一人一人の習熟度に応じた学習を行う。）

指導 

体制 

・学年ブロックでの複数指導体制（担任，専科，少人

数加配，指導助手，管理職） 

 

③ ステップアップ学習 

 小中一貫校の教育課程編成に向けて，第５・６学

年でステップアップ学習を実施している。 

ステップアップ学習は，学力の確実な定着を図っ

たり，興味・関心に応じて特定分野の優れた能力を

伸ばしたりする時間である。 

 指導体制については，基礎・基本の時間，根っこ

の時間と同様にしている。 

 内容は，表３のとおりである。 
 

表３ 「ステップアップ学習」の内容 

教科 
コース・ 

学習方法 
内       容 

国語 

基礎・基本

コース 

 

 

 

 

実力向上コ

ース 

 

 

発展コース 

 

 

 

○基礎・基本の内容に取り組む。 

・漢字の書き取り（下の学年からの復習）

・言葉の使い方 

・文章の書き方の基礎 

・基本的な文法（主語と述語） 

・作文の書き方（句読点や行換え等） 

○基礎・基本の充実に取り組む。 

・論理的な作文（文章構成を身に付ける，

接続詞や表現等） 

・漢字の書き取り（現学年内容中心） 

○発展的な内容に取り組む。 

・漢字の上級問題 

・古典に学ぶ 

・文章題 

・作文（長文，感想文） 

算数 

基礎・基本

コース 

 

 

 

○今までの学年の内容に取り組む。 

・計算公式 

・単位 

・法則 

（その内容に基づく練習問題） 

実力向上コ

ース 

 

発展コース

○現在の学年の内容に取り組む。 

・各領域の問題 

・苦手領域の問題 

○発展的な内容に取り組む。 

・文章題 

・各領域の発展問題 

・いろいろな問題 

社会

テーマを決

めて学習 

○提示されたテーマで学習する。 

 歴史的分野，地理的分野，公民的分野

○それぞれがテーマを決め，それを解決

するために学習を進める。 

理科

テーマを決

めて学習 

○提示されたテーマで学習する。 

 実験器具の基本操作，生物とその環境，

物質・エネルギー，地球と宇宙 

○それぞれがテーマを決め，それを解決

するために学習を進める。 

英語

より英語に

親しむ 

○実際に会話ができる，ヒアリング（聞

き取り），簡単な言葉や文章が言えるなど

状況に応じては書くことも取り組む。 

音楽

テーマを決

めて学習 

○期間を区切って，歌，器楽等に取り組

む。 

 様々なリコーダーを使ったアンサンブ

ル，八丈太鼓，合唱 

図工

テーマを決

めて学習 

○基礎・基本の表現力を身に付ける。 

 筆箱作り，鉛筆を使った様々な表現方

法 

家庭

テーマを決

めて学習 

○被服 

 小物作りを通して，針と糸，ミシンを

使う技能を身に付ける。 

○栄養，調理 

 用具の使い方を知り，簡単な調理をす

る。 

体育

テーマを決

めて学習 

○期間を決めて，領域ごとに学習する。

 陸上運動，器械運動，ボール運動 

・Ａコース 

 各運動の基本的な技能を身に付ける。

・Ｂコース 

 自己の記録や技能向上に取り組む。 

 

(3) 品川区立冨士見台中学校 

選択習熟度別指導における教材の工夫は表４の

とおりである。 

 

表４ 習熟度別指導における教材の工夫 

教

科
教 材 の 工 夫 

国

 

語

共通 

・中１で学んだ「文法上の単位」・品詞分類表の確認を最初

に行った。 

基礎コース 

・中１で学んだ文節単語に関する問題を多く取り入れたも

のを用意。基本的な動詞を実際に活用させる活動を通して

学ばせた。 

基礎・発展コース 

・中１で学んだ文法に関する総合問題を用意。いくつもの

動詞を実際に活用させて，活用の種類まで学ばせた。   

応用コース 

・確認を終えてすぐに，いくつもの動詞を実際に活用させ

て，活用の種類，変格活用まで学ばせた。 

・応用では，数多く問題に取り組ませるようにし，基礎で

は，数を減らし確実に身に付くようにした。 
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社 

 

会 

基礎コース 

・中学生としては易しすぎるぐらいの初歩段階のプリント

を準備する。 

・「ひらがなの時代名を漢字に直す」，「人物８人を最低覚え

る」など，覚えることは「くり返し」なので，同じプリン

トを何枚も用意して再挑戦できるようにしたり，変化があ

るように暗記カードを作成したりした。 

発展コース 

・パソコンによるクイズ形式の問題も利用した。 

数 

 

学 

基礎コース 

・短期的だったのでプリント中心となった。数値的に平易

なものを使うようにした。 

・内容の１ステップ毎に，例題と問題演習で１枚のプリン

トに書き込めるようにした。 

基礎・発展コース 

・学力差に応じられるように，応用的な問題を別プリント

で用意し，早く終わった生徒が取り組めるようにした。 

理 

 

科 

基礎コース 

・いきなり計算問題に入ってもなかなか意欲が湧かないと

思われるので，まず生徒が夢中になる実験を通して回路に

ついて理解させた。たとえを使ってポイントを理解させる

ことに力を入れた。 

発展コース 

・既習の内容で解決できる課題を組み合わせて複雑な課題

を作ることを心掛けた。また，自分たちの考えを実験で確

かめられるような教材を利用した。 

英 

 

語 

基礎コース 

・全員が同じ練習問題を解いていくが，各自のペースで解

いていけるように工夫した。 

基礎・発展コース 

・全員が同じ問題を取り組むようにしたが，コース内にも

問題を解くペースにかなり差が出てきた。今後，この点を

配慮する必要がある。 

応用コース 

・ミニライブラリーの中から，生徒の興味・関心のある題

材を選び教材とした。 

・英語を通して，「もの，こと」を知り味わい，考えること

をさせた。 

 

(4) 品川区立荏原第三中学校 

単元ごとに教科担当が作成した問題を使って実

施している。 

 生徒はつまずきを解決し，学習の仕方が分かり始

めると，更に難易度を高めた課題に挑戦したくなる。

この学習意欲に応えるために，すべてのグループで

使用したプリントと解答を持ち帰らせている。全教

材を持ち帰らせることは，努力すれば誰でも最高レ

ベルまで到達できるという働きかけである。 

 
４ 展開方法 
(1) 品川区立伊藤小学校 

① 一人一人の個性や習熟度に応じた学習過程

の工夫 

 単元の内容に応じて習熟度別学習や課題別学習を

効果的に組み入れた学習過程を作り，一人一人の個

性や習熟度に応じた指導を行っている。 

② 学習集団の編成の仕方及び指導形態の推移 

 学習集団の編成については，習熟度別指導を軸に

実施してきている。次に示すものは，平成 13 年度か

ら現在まで，実証と反省を重ねながら行ってきた指

導形態改善の推移である。 

○ 平成 13 年度 

＜１学期＞ 

ティーム・ティーチングと単元末の習熟度別指導

を組み合わせた。 

 
表５ 習熟度別指導の基本的展開方法 

チャレンジコース（応用・発展） 

しっかりコース（練習・定着） 
学級ごとの

ＴＴ 

チェックテ

スト 
じっくりコース（基礎・復習） 

 

＜２学期＞ 

学年４分割と単元途中，単元末の習熟度別指導を

組み合わせた。 

 
表６ 〔第４学年 分数（全 14 時間）〕 
   「異質集団と習熟度別指導の混合型」 

１～４ ５ ６ ７ ８～12 13・14

異質集団
ﾁｬﾚﾝｼﾞ

ｺｰｽ 
異質集団 

ﾁｬﾚﾝｼﾞ

ｺｰｽ 
異質集団

ﾁｬﾚﾝｼﾞ

ｺｰｽ 

異質集団
しっか

りｺｰｽ 
異質集団 

しっか

りｺｰｽ 
異質集団

しっか

りｺｰｽ 

異質集団
しっか

りｺｰｽ 
異質集団 

しっか

りｺｰｽ 
異質集団

しっか

りｺｰｽ 

異質集団
じっく

りｺｰｽ 
異質集団 

じっく

りｺｰｽ 
異質集団

じっく

りｺｰｽ 

 

○ 平成 14 年度 

学級二分割の異質集団による学習と習熟度別指

導を組み合わせた。 

すべての単元の最初に既習事項の復習の時間を

設定し，学習にスムーズに入っていけるようにした。 

 表７，表８は，各教師が考えた展開方法の中の例

である。 

 
表７ 〔第５学年 分数のたし算とひき算（全 12 時間）〕 
「異質集団と習熟度別指導の混合型」 

１～３ ４ ５ ６ ７～10 11・12

学級 

二分割

スピー

ドｺｰｽ 

学級 

二分割 

スピー

ドｺｰｽ 

学級 

二分割 

ﾁｬﾚﾝｼﾞ

ｺｰｽ 復

習 学級 

二分割

しっか

りｺｰｽ 

学級 

二分割 

スピー

ドｺｰｽ 

学級 

二分割 

しっか

りｺｰｽ 

学級 

二分割

じっく

りｺｰｽ 

学級 

二分割 

しっか

りｺｰｽ 

学級 

二分割 

しっか

りｺｰｽ 復

習 学級 

二分割

じっく

りｺｰｽ 

学級 

二分割 

じっく

りｺｰｽ 

学級 

二分割 

じっく

りｺｰｽ 
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 二つの文学教材を選択 

                             

                

                   習熟度別指導 

                   個別指導 

                  ＜評価１＞個人カルテ

                

 

 

                             ＜評価２＞ 

               ＜評価３＞ 

表８ 〔第４学年 わり算のし方を考えよう（全 10 時間）〕 
「習熟度別指導」 

１・２ ３ ４・５ ６～８ ９・10 

ﾁｬﾚﾝｼﾞｺ

ｰｽ 

ﾁｬﾚﾝｼﾞｺ

ｰｽ 
定

着 

しっか

りｺｰｽ 

定

着 

しっかり

ｺｰｽ 
し っ か

りｺｰｽ 

し っ か

りｺｰｽ 

復

習 
基

礎 

じっく

りｺｰｽ 
じ っ く

りｺｰｽ 

基

礎 

じっくり

ｺｰｽ 

チ

ェ

ッ

ク じ っ く

りｺｰｽ 

 

(2) 品川区立第二日野小学校 

 国語科教育における習熟度別指導，課題別学習の

在り方について検討してきている。課題別学習につ

いては，選択した課題の中で一人一人の能力に応じ

た指導に取り組んでいる。 

 図４は，課題別学習の中に習熟度別指導を取り入

れた全体計画の例である。 

 国語科では，「書くこと」「言語事項」以外に，「読

むこと」領域についての習熟度別指導について検討

してきている。検討していく中で，次のように文学

教材や説明文におけるグループ分け，展開方法が可

能ではないかと考え実施している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
評価１：「Ｃ読むこと」を中心に，個人カルテの記録を基に評

価する。登場人物の心情や場面の描写等を読み取るこ

とができたかを評価する。 

評価２：「Ａ話すこと・聞くこと」を中心に評価を行う。特に

話すことについては，第５・６学年では考えたことや

自分の意図が分かるように話の組立てを工夫しながら，

目的や場に応じた適切な言葉遣いで話しているかどう

かを評価する。 

評価３：評価のまとめとして位置付ける。 

 

図４ 二つの文学教材を選択する課題別学習の全体計画 

 

① 物語文，説明文等の単元の場合（パターン１） 

ア グループ分け 

Ａ 文章理解ができる。場面に応じて登場人物の心

情を読み取ることができる。言語事項もだいたい

理解している。 

Ｂ 文章の内容がだいたい分かる。文章解析をすれ

ば，人物の心情や場面の様子が分かる。言語事項

は個別指導の必要がある。 

Ｃ 文章のあらすじ程度は分かる。場面の移り変わ

りや人物の心情など細かい指導を通して理解で

きる。 

Ｄ 文章の内容が分からない。言葉の使い方や表現

の意味など，基本的な内容から指導する必要があ

る。 

イ 展開方法 

 展開方法は次のとおりである。 

 
表９ パターン１の展開方法 

音読調査 グループ分け 

音読調査 グループ分け（決定） 

習熟度別指導 それぞれのねらいに応じた学習 

音読調査 児童の変容をつかむ 

テスト 評価 

 

② 物語文等の単元の場合（パターン２） 

ア グループ分け 

 パターン１に同じ。 

イ 展開方法 

 展開方法は次のとおりである。 

 
表 10 パターン２の展開方法 

初発の感想 グループ分け 

習熟度別指導 それぞれのねらいに応じた学習 

終末の感想 児童の変容をつかむ 

テスト 評価 

 

(3) 品川区立冨士見台中学校 

第２学年の社会科では，基礎定着を目指すコース

にはプリント学習を中心に，応用グループに対して

は課題を設定させ，インターネット，図書資料等を

活用した課題別学習を行っている。第３学年の理科

の実験においては，全員が共通の基礎実験を行った

後，その解決状況に応じた発展的な学習を行ってい

る。第３学年の英語科では，まとめの時間において

それまでの理解度を参考に基礎グループと発展グル

ープとに編成を変え，基礎グループでは，もう一度 

説明を聞いてから問題に取り組ませ，発展グループ 

ではすぐに問題に取り組ませできるだけ早く進める

方法をとっている。 

選択習熟度別指導における各教科・コースの学習

内容は表 11 と表 12 のとおりである。 
 

初発の感想 

（実態調査） 

課題Ａ選択 

（実態調査） 

自己の課題に

応じて学習を

進める 

学習発表会 

学習のまとめを

する 

テスト 

課題Ｂ選択

（実態調査） 

自己の課題に

応じて学習を

進める 
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表 11 第３学年各教科・コースの学習内容 

３年数学：一次関数とグラフ 

①基礎

コース 

○一次関数の表を作る。 

○表や式から一次関数のグラフをかく。 

○一次関数のグラフから式を求める。 

②基礎

・発展

コース 

○表や式から一次関数のグラフをかく。 

○一次関数のグラフから式を求める。 

○一次関数のグラフについての問題に取り組む。 

③応用

コース 

○表や式から一次関数のグラフをかく。 

○一次関数のグラフから式を求める。 

○一次関数のグラフについて複雑な問題に取り組む。

３年英語：be 動詞と一般動詞 

④基礎

コース 

○文字（ｱﾙﾌｧﾍﾞｯﾄ）・単語（基本的なもの）の練習。 

○be動詞（am are is / was were）の使い方を理解す

る。 

○一般動詞（基本的なもの）の使い方を理解する。 

⑤基礎

・発展

コース 

○be動詞（am are is / was were）の使い方を理解す

る。 

○一般動詞（規則動詞/不規則動詞）の使い方を理解す

る。 

○進行形の使い方を理解する。 

⑥応用

コース 

○be動詞，一般動詞に着目して英文を理解することが

できる。 

○be動詞，一般動詞を活用して英文で自分の言いたい

ことを表現することができる。 

○多くの英文にふれ，より早く内容を理解することが

できる。 

 

表 12 第２学年各教科・コースの学習内容 

２年国語：「漢字・音読・文法」 

基礎(音読

から始める

ｺｰｽ) 

○課題の文章が正しい発音で滑らかに朗読できる

ようになり，次に文法・漢字を学習する。 

基礎・発展

(漢字から

始めるｺｰｽ) 

○課題の漢字が読めるようになる。課題の漢字が

書けるようになり，次に音読・文法を学習する。

応用 

(文法から

始めるｺｰｽ) 

○動詞の活用が理解できるようになる。課題の動

詞を活用させることができるようになり，次に漢

字・音読を学習する。 

２年理科：「オームの法則」「直列・並列回路」 

基礎コース 
○電流，電圧，抵抗についてよく理解し，オーム

の法則を使って基本問題を解けるようになる。 

発展コース 

○電流，電圧，抵抗の関係について理解を深め，

直列回路と並列回路の複合問題まで解けるように

なる。 

２年社会：「歴史の基本事項を徹底して覚えよう」 

基礎コース 

○歴史の時代名を覚える。 

○歴史上の人物 30 人（小学校での既習）の時代と

業績を覚える。 

○各時代の重要事項を理解する。 

発展コース 
○歴史上の人物 70 人の時代と業績を覚える。 

○各時代の重要事項を理解する。 

 

 (4) 品川区立荏原第三中学校 

一斉指導をして，単元が終了した時点で習熟度別

指導を行うことにしている。 

 ただし，必要な場合には，学習過程の途中（節終

了時）にも取り入れている。 

５ 評価 
(1) 品川区立伊藤小学校 
 習熟度別指導は，児童がテストの結果等を見なが

ら自己評価し，自分で学習するコースを選択して，

自分にとって必要な学習ができるように工夫してい

る。すなわち，チェックテスト→自己評価「ふり返

りカード」→コース選択（自己選択）→習熟度別学

習（自分に適した学習）の流れで，習熟度別指導を

行っている。 

 図５は，児童が自分でコースを選択するために用

いる自己評価カードである。 

 
学習したこと         ４年  組 

わり算の筆算を考えよう 

１ 計算をしましょう 

★ ２けた÷２けた 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ 

検算 検算 検算 検算 検算 検算 検算 検算

★ ３けた÷２けた 

⑨ ⑩ ⑪ 

検算 検算 検算

２ 文章題① 

式 答え 筆算 

３ 文章題② 

式 答え 筆算 

４ ことば 

① 商 積  

② たてる かける ひく おろす  

学習のふり返り（自分の感想） 

 

 

★ もっと学習したいこと（自分が学習したいコースに○をつけ

ましょう。） 

じっくりコース しっかりコース チャレンジコース

学習したことを

教科書を使っても

う一度じっくり考

え，わり算の筆算

のしかたを友だち

や先生といっしょ

に学習し，自分で

解けるようにしま

す。 

学習したことを復

習し，わり算の筆算

のしかたをしっかり

学習し，計算プリン

トを使って確実に計

算ができるように学

習していきます。 

学習したことを

もとにわり算の筆

算について自分の

やり方を説明した

り話し合ったりし

て，発展問題にチャ

レンジします。 

図５ ミニテストふり返りカード 

 

「ふり返りカード」では，現在の自分の力が分か

り，これからどんな学習が必要なのかが分かるよう

に，カードの内容を工夫している。 

成果として，児童は優越感や劣等感をもたずに習

熟度別学習に取り組んでいる。また，自己評価を繰

り返す中で，多くの児童が自分に合ったコース選択

をすることができるようになってきている。 
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(2) 品川区立第二日野小学校 

児童一人一人の学習の様子をより具体的に把握

するために「個人カルテ」を活用している。その結

果，授業ごとの児童の変容，単元を通しての変容な

ど児童の様子を幅広くとらえることができ，授業内

での児童のつまずきや伸びているポイントも具体的

に把握できるようになった。 

課題としては，各教科，活動の評価項目の検討を

挙げている。さらに，評価方法について，具体的な

つまずきがわかるチェック表のようなものを用いた

評価も検討している。 

(3) 品川区立冨士見台中学校 

 少人数学習については，生徒自己評価アンケート，

保護者による評価アンケート及び教職員による評価

アンケートで評価している。また，選択習熟度別指

導については，生徒自己評価アンケート，確認テス

トによる事前と事後の結果比較及び観察法による生

徒の様子から評価している。 

(4) 品川区立荏原第三中学校 

 表 13 に示す「観点別評価カード」を用いて，単元

末，時期をおいての再評価時（学期末や確認テスト

時等），年度末に評価をしている。また，その評価を

日頃の学習指導，習熟度別指導，総括的評価等に生

かしている。 

 
表 13 観点別評価カード 

平成  年  月  日

品川区立荏原第三中学校

第２学年 観点別評価カード（２年数学） 

単元名：第１章 式の計算 

２年 組  番 名前 

評 価 

題 

材 

評価の 

観点 
評 価 規 準 

単

元

末

再

評

価

年

度

末

①忘れ物，提出物などをなくし，積極的

に授業に参加しようとしている。 

   

②文字式の計算に関心を持って取り組

もうとする。 

   

数学へ 

の関心 

・意欲 

・態度 ③事象の中の数量関係を見いだし，それ

を文字を使って表現しようとする。 

   

①単項式，多項式，式の次数の意味を理

解している。 

   

②文字式の計算の仕方を理解している。    

③式の値を求めることの意味を理解し

ている。 

   

式 

の 

計 

算 
数量・

図形に

ついて

の知識 

・理解 
④等式変形の仕方を理解している。    

 

６ 成果 
(1) 品川区立伊藤小学校 

初めて習熟度別指導を実施した平成 13 年度の第

３～６学年について，教研式全国標準学力検査Ｔ形

式を実施し，偏差値の変化を臨界比の基準値（1.65）

と比較している。その結果が，表 14 である。 
 

表 14 算数科における偏差値の伸び 
学年 Ｈ13.7 Ｈ14.5 偏差値の伸び 臨界比の値

３年 47.2 50.6 ＋３．４ ＋２．３６

４年 50.8 51.6 ＋０．８ ＋０．６１

５年 51.5 52.3 ＋０．８ ＋０．５５

算
 

数

６年 45.2 47.4 ＋２．２ ＋１．７４

※ ただし，第６学年の２回目は平成 14 年２月に実施 

 

第３学年と第６学年では，１年間での算数の学力

の伸びが確認できている。また，第４学年と第５学

年では偏差値が伸びており，算数の学力が伸びてい

る傾向がある。また，自分から学習に取り組んだり，

算数の計算に自信をもったりしたことで，「自分にも

分かる，できる」という意識が高まり，国語の漢字

練習や作文などにも自らがんばる姿が見られ，学習

への関心・意欲も高まっている。 

(2) 品川区立第二日野小学校 

集団におけるおおむね良好の正解率の基準を次

のように設定し，校内学力定着度調査を実施してい

る。 

・基礎・基本問題：70％ 

・応用問題：60％ 

・チャレンジ問題：40％ 

平成 15 年度の結果は，表 15 のとおりである。 

 
表 15 平成 15 年度校内学力定着度調査の結果 
基準を５～30％上回った問題数 ３３／４３問国

語 基準を下回った問題数  ４／４３問

基準を５～40％上回った問題数 ２２／３１問算

数 基準を下回った問題数  ９／３１問

 

「基礎・基本の時間」，「根っこの時間」を設定し

たことで，着実に基礎的・基本的な学習内容が身に

付いている。 

(3) 品川区立冨士見台中学校 

第３学年の数学科では，習熟度別指導の最初と最

後で到達確認テストを実施している。基礎コースの

生徒は全員が，基礎・発展コースの生徒は 15 名中

11 名が，発展コースの生徒は 18 名中６名が正解数

を伸ばしている。ただし，発展コースの生徒の内８

名は最初の段階で全問正解の生徒である。伸び悩ん

だ生徒の最初の段階の正解数をみると，明らかにコ

ース選択を誤った生徒が多い。 

また，英語科の基礎コースの生徒は，疑問文の作

り方の理解が最初全員できていなかったが，10 名中

７名が理解するようになっている。基礎発展コース
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の生徒は，到達確認テストの正解数にあまり変化は

なかったが，アンケートでは分からないところが分

かるようになったと答えた生徒が16名中14名いる。

発展コースの生徒全員が，動詞の基本文法の問題を

80％以上正解している。 

さらに，第２学年の理科では，実力テストの平均

点が前回に比べて基本コースで 12.5 点，発展コース

で 10.5 点上げている。 

(4) 品川区立荏原第三中学校 

荏原第三中学校では，数学の問題を解く場合，そ

の過程を書くことを大切にし，過程からつまずきの

自己解決を通して，学習の仕方を身に付けるように

なってきている。 

 

Ⅳ 分析と提言 
 ここでは，五つの視点から分析と提言をし，習熟

度別指導の実施に係る視点・方法を明らかにしたい。 

また，図６は，基礎・基本の確実な習得のために，

習熟度別指導を五つの視点からどのように実施して

いくかをまとめたものである。 

 

１ 学校体制 
まず，ハード面について述べる。 

指導者の確保については，伊藤小学校や冨士見台

中学校のように教員の加配を受けている学校があ

る。これらの学校では，少人数指導や習熟度別指導

のための加配教員を活用している。また，４校とも

指導助手（品川区が習熟度別指導のために配置した

助手）を確保している。伊藤小学校では，教育実習

生であった学生のボランティアを活用している。 

教室の配備については，４校とも現有の教室や特

別教室等を工夫して利用している。１クラスを複数

の習熟度に分けた場合は，１グループで一つの教室

を使用したり，複数のグループで一つの教室を使用

したりしている。 

ハード面についてまとめると，次のようになる。 

学校体制

展開方法 

評価 

自己評価力の育成の把握

一定期間のはじめからの

習熟度別指導を中心とす
る 

一斉指導と組み合わせた

習熟度別指導を中心とす
る 

長期的・系統的な指導計画の場合 

短期的・単元ごとの指導計画の場合 

レディネステスト 

観点別評価カード（個人カルテ） 

振り返り個人カード 

つまずきの把握 

児童生徒の学習状況の把握
評価の一貫性 

学習集団

児童生徒に合わせた 

指導計画の柔軟性 

学年全体の把握 

少人数による学習集団 

異なる教員による指導 

個別指導の充実（小規模校） 

自己評価力 

自己の学習状況把握 

コース変更を含めた

弾力的流動的編成 

学級内 
基礎・基本の

確実な習得

ソフト面 
・教職員間の共通理解 
・児童生徒に対する説明 
・保護者に対する説明 

ハード面 
・指導者の確保
・教室の確保 

教材 

理解を容易なものにした教材
ていねいできめ細かな指導に

適した教材 
学習内容を細分化した教材 

児童生徒の実態に応じた教材 
自ら到達度を把握することができる教材

児童生徒による選択

自己評価・レディネステスト

複数学級内

図６ 習熟度別指導の実施に係る視点・方法 

・指導者を確保する場合，先に年間指導計画を立て，必要

な時間数や人数を打ち出し，計画的に確保することが大切

である。このことが，より有効な指導につながってくる。

教師以外の者が指導に当たる場合，教師の十分な計画・指

導の基に，教師と指導者が十分な連携をとる必要がある。
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・教室の配備については，授業の計画を立案する際に，そ

の授業の目的によって形態を考える必要がある。また，机

の大きさや座席の配置など，学習環境について配慮するよ

うにする。 

次に，ソフト面について述べる。教職員間の共通

理解を図る方法の工夫については，４校とも，習熟

度別指導を実施する前に，校内研修を充実させてい

る。児童生徒に対する説明では，ガイダンスをてい

ねいに実施している学校が多い。保護者に対しては，

保護者会で説明するだけでなく，学校便りやケーブ

ルテレビ，Web ページなど，多くの機会を利用して

いる。特に，伊藤小学校や荏原第三中学校では，習

熟度別指導の授業参観を積極的に実施している。 

ソフト面についてまとめると，次のようになる。 

・教職員が，その学校における習熟度別指導のねらい，方

法，評価（評価の場面，評価規準，評価方法等）等につい

て十分に理解するようにする。この場合，各学校の研究担

当を中心に校内研修を進め，理論研修や研究授業等を通し

て，共通理解を得る。また，習熟度別指導の基本的な学習

展開について研修し，すべての教員が共通実践することを

通して共通理解を深める方法もある。実施段階において

は，節目ごとに教職員が情報交換を行い，必要に応じて展

開方法や教材の修正を行うなど，成果と課題を明らかにし

ながら進めることが大切である。 

・児童生徒に対しては，習熟度別指導を行う目的や方法を

理解させる。習熟度別指導の実施途中では，児童生徒が担

任や教科担当に相談したり学習相談室等を活用したりし

て，目的を見失わせないように工夫する必要がある。 

・保護者に対しては，習熟度別指導の目的や方法，あるい

は実施経過を説明する。児童生徒が真剣に学習している姿

を保護者に見せることによって保護者の理解を深めるこ

とができる。 

  今回取り上げた実践は，ハード面とソフト面にお

いて，すべての学校で工夫がなされており，ハード

面とソフト面は車の両輪の関係にあるといえ，習熟

度別指導を行う上で両者の工夫が必要である。 

 
２ 学習集団 
 まず，「どこ」を学習集団に編成するかについては，

学級内を基にして編成しているのが荏原第三中学校

である。学級を四分割にして編成している。 

 同一学年の複数学級を編成しているのが，伊藤小

学校と冨士見台中学校である。それぞれ三・四分割

と五分割にして編成している。 

 異学年の複数学級を編成しているのが第二日野小

学校である。この学校は，児童数が１学級８から 18

名の小規模校であり，その特色を生かし，低・中・

高学年別に三分割して編成している。 

「どこ」を学習集団に編成するかについてまとめ

ると，次のようになる。 

・学級内を編成する場合，学級あるいは個々の生徒の状況

を把握しながら，指導計画を柔軟に調整し授業を実施でき

る。また，この学習集団の編成の効果として，習熟度別指

導が進む中，生活集団でもある学級での授業時数が少なく

なり，生徒間の人間関係や所属する集団の一員としての自

覚等が問題視される状況を減少させるという面もある。 

・同一学年の複数学級を編成する場合，分割する数は担当

できる教員の数にもよるが，学級数よりも大きな数であ

り，少人数の習熟度別学習集団にすることで学習の成果を

上げることができる。学習集団の担当をローテーションで

回すことで，指導者は学年全体を把握でき，児童生徒はい

ろいろな教員から指導を受けることができる。 

・異学年の複数学級を編成する場合，小規模校での教員数

が少ない体制の中で，習熟度別指導を実施していく工夫の

一つとして評価できる。児童数が少ないため，習熟度別指

導と個別指導を十分に機能させることができる。 

 次に，「だれ」が学習集団を編成するかについては，

基本的には４校とも，児童生徒が保護者の意見を聞

いたり，教師の助言を聞いたりして，希望するコー

スを自ら選択することによって，編成されている。

伊藤小学校の「ミニテストふり返りカード」のよう

な自己評価や荏原第三中学校の「コース別学習希望

調査問題」のようなレディネステストなどが有効で

ある。さらに，荏原第三中学校では，指導者が「観

点別評価カード」で観点別評価をしている。 

最後に，学習途中でのコース変更についてである。

習熟度別指導は，児童生徒の実態に合わせて，弾力

的，流動的に行う必要がある。 

「だれ」が学習集団を編成するかについてまとめ

ると，次のようになる。 

・留意しなければならないのが，児童生徒に習熟度別指導

のねらいや方法等を理解させておくことである。また，自

己評価力を身に付けさせ，自分の学習状況を把握したり，

課題をつかませたりすることが大切になってくる。児童生

徒の学習状況を把握し指導に生かすことが大切である。 

・習熟度別指導を行い，児童生徒自身の学習状況が内容と

そぐわない場合，コースを変更させる必要がある。この場

合，児童生徒に学習状況を自覚できるように様々な評価だ

けでなく個別に指導していくことが大切となってくる。 

 
３ 教材 
 実践校のうちで習熟の程度の高い児童生徒に応じ
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た教材と習熟の程度の低い児童生徒に応じた教材を

分けて作成しているのは，第二日野小学校，冨士見

台中学校（第２，３学年），荏原第三中学校である。 
 一般的に，共通の問題と応用問題を別プリントで

用意し，共通の問題が早く終わった児童生徒に応用

問題を行わせるという方法がとられている。また，

冨士見台中学校のように，習熟の程度の高い児童生

徒には，数多くの問題に取り組ませ，習熟の程度の

低い児童生徒には，問題の数を減らし確実に身に付

くようにする方法も参考になる。 
具体的な方法としては，前者では第二日野小学

校，後者では荏原第三中学校のようにすべての学習

グループの問題を持ち帰らせる方法がある。 
 いずれにせよ習熟度別指導を行う際に使用する教

材は習熟度別指導の効果を左右する大きな要因の一

つである。教師自身が児童生徒の実態を正確に把握

し，ねらいに即した教材を作成することが大切であ

る。 

 教材づくりについてまとめると，次のようになる。 
・習熟の程度が高い児童生徒には，学習内容をより深める

もの，学習内容を広げるもの，そして学習を先に進めるも

のを教材として作成するようにする。また，習熟の程度の

低い児童生徒には，個別指導や少人数指導などていねいで

きめ細かな指導に適した教材，視聴覚教材や具体物などを

多く活用して理解を容易なものにした教材，あるいは学習

内容を細分化した教材を作成するようにする。 

・習熟度別指導において使用する教材について留意すべき

点は，興味・関心など児童生徒の実態に応じた学習ができ

るものであることと，児童生徒が自ら到達度を把握するこ

とができるものであることである。 

 
４ 展開方法 
 一定期間（年度，学期，単元ごと）のはじめから

おわりまで習熟度別指導を展開しているのは，伊藤

小学校，第二日野小学校の２校である。まず，伊藤

小学校の平成 14 年度第４学年「わり算のし方を考え

よう」の単元があげられる。レディネステストや関

連単元の評価等を基にして，単元のはじめから習熟

度別指導を展開している。次に，第二日野小学校の

「基礎・基本の時間」「根っこの時間」「ステップア

ップ学習」があげられる。年間を通して，各コース

の学習内容を計画し実施している。学習の効果を上

げるためには長期的な学習が必要であるという考え

方から，年間を通して実施しているところが特徴で

ある。 

 次に，１単位時間や１単元，一つの学期の中で，

一斉指導と習熟度別指導を組み合わせて展開してい

るのは，４校すべてである。伊藤小学校では，算数

のすべての単元で習熟度別指導を行っており，いつ

習熟度別指導の展開にするかについて単元ごとに指

導計画を立てている。当初，はじめに一斉指導を行

い，その後に習熟度別指導を展開するという基本的

な展開方法を取り入れ，その後，学習内容に合わせ

た展開方法を単元ごとに工夫して様々なパターンを

考え出している。また，第二日野小学校では，通常

の国語と算数の授業の中で習熟度別指導を取り入れ

て展開している。国語科の説明文や物語文の実践で

は，課題別学習の中に習熟度別指導を取り入れ，学

力の定着を図っている。冨士見台中学校では，各教

科の特性を生かしてそれぞれの展開方法を工夫して

いる。荏原第三中学校では，単元の最後に習熟度別

に問題を解き学力の定着を図っている。 

なお，特例としては，冨士見台中学校の「選択習

熟度別指導」がある。定期テストの結果を基に，９

月，12 月，３月の３回，２週間（６時間）に集中し

て実施しているのが特徴である。 

 展開方法についてまとめると，次のようになる。 
・多様な展開方法が考えられ実践されており，習熟度別指

導について，一定期間のはじめから行うのがよいのか，一

斉指導と組み合わせて行うのがよいのか，一概に言うこと

はできない。指導内容や指導期間に応じて展開方法を選択

し，よりよい指導計画を作成することが必要である。 

 
５ 評価 
 評価の大きな目的に，指導後に個々の児童生徒が

学習目標に到達しているかどうかを見極めることが

ある。冨士見台中学校の「確認テスト（事前・事後）」

と「生徒自己評価アンケート」を併用する評価の取

組みは，指導者が行う形成的評価及び観点別評価と，  

児童生徒自身による自己評価を併用した例として参

考になる。 

 さらに，習熟度別指導における評価の結果は，学

習集団の編成替えをするための資料としての側面を

もつ。荏原第三中学校の「コース別学習希望調査問

題」のようなレディネステストを実施して，その結

果を基に生徒にコースを選択させる方法がそれにあ

たる。 

伊藤小学校の「ミニテストふり返りカード」は，

コースの自己選択はもとより，自己評価力を身に付

けていく上で有効と考えられる。 

一方，荏原第三中学校の「観点別評価カード」は，

単元ごとに評価規準が示されているため使いやすく
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なっている。 

 評価についてまとめると，次のようになる。 
・習熟度別指導における評価では，その意義である「個に

応じた指導」を目指す意味から，単純に目標を達成したか

否かではなく，個々の児童生徒の変容ぶりに着目した伸長

度評価が重要となる。 

・指導者は，レディネステストから生徒のつまずきを把握

し指導に生かすようにする。 

・指導する側には，児童生徒一人一人の学習状況を把握す

るための資料づくりが欠かせない。その意味から個人カル

テのような学習の進度や児童生徒のつまずきを記録した

資料の効果は大きい。また，編成替えによって担当教師が

替わっても評価の一貫性が保てるように，学習状況一覧表

のようなすべての児童生徒の学習状況をまとめた資料を

作成するといった工夫が必要である。 

・児童生徒には，個人カードのような学習の理解度や自分

のつまずきが一目で分かるものを作成させることが効果

的である。所属する学習集団が自分に合っているか，学習

の成果は上がっているかを児童生徒自身で判断させるた

めに，自己評価力を身に付けさせる必要がある。 

 
おわりに 
 本研究では，基礎的・基本的な内容の確実な習得

を図るための指導方法・指導体制としての習熟度別

指導に着目して研究を進めた。先進的な取組みをし

ている品川区立伊藤小学校，品川区立第二日野小学

校，品川区立冨士見台中学校，品川区立荏原第三中

学校の実践を基に，学校体制，学習集団，教材，展

開方法，評価の視点から習熟度別指導の実施に係る

視点・方法を探ることができた。また，習熟度別指

導の成果についても明らかにすることができた。 

 習熟度別指導は多様な方法が考えられ実践されて

いるが，今回の調査学校では共通して認識されてい

ることがあった。それは，「はじめに習熟度別指導あ

りき」の考え方ではなく，あくまで「習熟度別指導

は指導方法の一つである」という考え方である。言

い換えると，「目的と手段とをはき違えてはならな

い」ということである。基礎的・基本的な内容の確

実な習得が目的であり，習熟度別指導はその目的を

達成するための一つの手段である。習熟度別指導を

実施することを目的とすると，いかに多く習熟度別

指導を取り入れていくか，教員の加配があるからい

かに習熟度別指導の時間を多くつくるかということ

にもなりかねない。 

 基礎的・基本的な内容の確実な習得を考えたとき，

指導形態や指導方法・指導体制として，習熟度別指

導の他に少人数指導，個別指導，課題別学習，ティ

ーム・ティーチングなどが挙げられる。これらを関

連づけたり組み合わせたりして展開することで，よ

り有効な指導が可能となり，加配教員の活用も有効

なものになるといえよう。今回の４校の実践はこの

点で参考にすべきところが多くあるといえる。各学

校においては，これらの実践を参考にして独自の指

導方法・指導体制を工夫改善していただきたい。 
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